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みなさん、こんにちは。今回の若手会員の眼は静岡
大学の博士過程２年、鈴木　款（よしみ）研究室の黒
沢が担当です。
どの研究室でもサンゴ礁の研究にはチームを組んで全員


一丸となって観測に臨むと思うのですが、大学の人間だけ
で行うことはできません。必ず地元の人達の協力が必要で
す。採水を行う際には漁師さんに船（サバニ）を出して頂
きますし、観測機器の設置には現地の環境アセスメント会
社のダイバーさんに協力をお願いします。観測を行いたい
海域の危険については地元の漁協の方に相談にのって頂き
ますし、測定で宿の食事の時間に帰れない場合にはお弁当
を作って頂くこともあります。まさに研究観測と地元の
方々の協力は切っても切れない関係にあります。
数年前、宮古島で地元の漁師の方が回遊してきたサメに


食い殺されてしまうという、残念な事件が起こったことが
ありました。我々のグループはまさに宮古島で観測を行っ
ている最中でした。口にこそ出しませんでしたが、やれや
れとんでもない事件が起こったものだ。これは下手をすれ
ば今回の観測はただでは済まないかもしれないぞ、と各々
が互いに不安な顔を見合わせ、もやもやとした暗い雰囲気


がグループ全体を包み込んでしまいました。
翌日の朝、桟橋の前に定刻通り集まった我々の前に、船


長さんが水中銃を携えて現れました。そしてぽかんとして
いた我々に向かって一言。「サメが出たら、（水中銃で）打
ち殺してやっから。」
我々は船の上で水中銃を構えた船長さんに見守られなが


ら、いつも通りの採水と試料採取を行うことができたので
した。船長さんの勇姿が我々の不安を吹き飛ばしてくれた
のはいうまでもありません。
このように地元の方々の協力を得て、我々の研究グルー


プは宮古島の保良湾サンゴ礁で９年間研究観測を行ってい
ます。彼等の協力無しには学会発表も研究報告も論文投稿
もできませんでした。観測結果によって得られたデータや
報告書などの研究業績も大きな財産ですが、こうした人と
人とのつながり、人脈といったものもなかなか手に入れる
ことができない、貴重な財産であると思います。我々の研
究成果が国に、地元の方々に、サンゴ礁という自然になん
らかの還元ができる道が開かれれば、本望であると考える
今日この頃です。
最後になりましたが、本研究室では意欲のある若手学生


を随時募集していますので、研究内容に興味をもたれてい
る方、またもっと詳しく知りたい方はお気軽にお問い合わ
せください。
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■日時：2000年9月22日（金）午前10：00～11：00
■場所：慶應義塾大学三田北新館ホール
■議長：中森亨・松田伸也・藤原秀一


＜議事録＞
１．会長挨拶
山里清会長より第3回大会の開会の辞が述べられた。


２．議長団選出
事務局より第3回大会総会の議長として中森亨・松田伸也・


藤原秀一の3氏が推薦され、承認された。


３．報告事項
(1) 事務局
平成12年9月12日時点での学会会員数は338名であること


が報告された。1999-2000年度の収入は4,147,811円で、支出
は2,106,374円であり、会計は黒字であることが説明された。
評議員改選のための名簿が作成中であることが報告された。
(2) 会計監査
厳正な審査の結果、1999-2000年度の決算報告に遺漏が無い


ことが報告された。
(3) 企画委員会
サンゴ礁学会設立記念出版物『日本におけるサンゴ礁研究』


の出版を予定していたが、できなかったことが報告された。今
年の12月までに出版する旨が説明された。第10回国際サンゴ


礁シンポジウムの誘致活動を行うためのサイエンスプランと企
画書を作成したことが報告された。
(4) 学会誌編集委員会
日本サンゴ礁学会誌no.2が今年度出版されることが報告された。
(5) 広報委員会
1999-2000年度は、ニュースレター8号を発行したことが報


告された。また、11月に9号を作成する旨が説明された。
(6) 選挙委員会
現評議員の任期満了に伴い評議員の改選が2001年3月に行


われることが報告された。
(7) 白化現象小委員会
これまでの活動を総轄し、新たな活動計画を作成する予定で


あることが説明された。
(8) 日本サンゴ礁学会第3回大会実行委員会
大会委員長より大会の日程が紹介された。9月23日に公開シ


ンポジウム『私たちをめぐるサンゴ礁ー社会、経済、文化』の
概要が説明された。


４．総会の成立
総会の出席者が33名で委任状が41名分あることから、総会


の成立に必要な数（64名）を上回ったことが議長より報告された。


５．審議事項
(1) 事務局
2000-2001年度の予算案が諮られ、承認された。
(2) 第4回大会
第4回大会実行委員長（松田伸也氏）より次年度の大会を沖


縄で開催することが報告された。


■日時：2000年9月21日（木）15:00-16:40
■場所：慶應義塾大学三田キャンパス図書館（旧館）


２階小会議室
■出席評議員：山里、近森，大森（信）、茅根、河名、菅、


工藤、小西、下池、立田、土屋、中井、中野、中森、
野崎、林原、日高、藤原、松田、山野、横地


（以上21名）


■委任状：秋道，長谷川、大森（保）、目崎
■オブザーバー：堺、保坂
■事務局庶務：波利井、田中


１．各委員会報告
１）事務局　
1999-2000年度会計報告、会員動向9月12日現在の会員数


は338名。現状、会費の入金率は良好。学生会員資格の確認を
2年に1度行う。


２）企画
国際サンゴ礁学会誘致のためのサイエンスプランを策定。


「日本のサンゴ礁研究」の出版は、今年度中を目処とする。
３）学会誌編集
依頼原稿2報（1999年公開シンポジウム招待講演者）の他


に既に3報は受理、3報が査読中。11月中には学会誌を会員に
向け発送の予定。
４）広報
現在ニュースレター（以下 N.L.）は8号まで郵送済み。
ホームページは、順調に運営中。掲載して欲しい情報があれば、
JCRS-hp@sys.eps.s.u-tokyo.ac.jp に連絡する。
第3回大会のパネルディスカッションは、N.L.に掲載する。
N.L.9号は2000年11月、10号は2001年2月発送予定。
５）選挙
現在の評議員の任期は2001年6月末まで。
2001年2/9公示、～2/23立候補・推薦受付、3/2-3/13投票、
3/20開票。
2000年12月末までの会員登録をもとに、事務局が名簿を作成
する。この名簿をもとに、被選挙権を認める（N.L.9号で周知）。
N.L.10 号とともに選挙公示・会員名簿を発送する。
６）白化
保全に配慮しながら、研究をまとめる段階にある。少なくと


も白化委として何らかのまとめを行うまでは継続する。
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日本サンゴ礁学会1999年2000年度（1999年7月1日～2000年6月30


日）収支は表１の通りである。「日本のサンゴ礁」印刷費が、ほぼ次年度に


繰り越した形になっている。これに基づいて作成した2000年-2001年度


（2000年7月1日～2001年6月30日）予算案は表２の通りである。


事務局　茅根　創


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


７）2000年大会
9月23日は、公開シンポジウムを一般に公開したいという観


点から、参加費を無料にすることを評議員で承認。会場費は、
慶応義塾大学の支援により無料。
ポスター発表の優秀者には賞を授与し、評議員が審査にあたる。
ポスター発表が公開になったことを総会で報告する。
特別セッションの内容は、誘致委で議論。
８）2001年大会は、琉球大学で開催。委員長は松田。
９）国際サンゴ礁シンポジウム誘致委員会については、評議員
会後開かれた同委員会において、報告・議論が行われた。


２．総会
１）議事進行は、以下の様にする
会長挨拶
議長団選任
報告事項（事務局（会員動向・会計報告）・会計監査報告・


企画・学会誌編集・広報・選挙・白化・大会準備・国際サンゴ
礁シンポジウム誘致）
審議事項（2000-2001年度予算案、2001年大会）
３）議長団は中森・松田・藤原とする。
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第10回国際サンゴ礁シンポジウムの日本（沖縄）開催が決
定しました。第10回という記念すべき大会の誘致に成功した
ことを皆様とご一緒に喜びたいと思います。同時に責任の重大
さを感じております。サンゴ礁研究の発展と美しいサンゴ礁の
保全に大きな貢献が出来るよう努力しましょう。
国際サンゴ礁シンポジウムを日本に誘致しようという話題は


以前からあり、また外国の著名な研究者からも日本、沖縄を開
催地として推薦するという話を直接、間接に聞いていました。
しかしながらさまざまな理由でそれは実現しませんでした。
今回の誘致活動の直接的な引き金になったのは、前々回のパ


ナマ大会（1996年）の直前に行われた「第９回大会を日本に
誘致しよう」という議論でした。パナマでの立候補には間に合
いませんでしたが、これがきっかけになり1997年日本サンゴ
礁学会が創立され、日本におけるサンゴ礁研究、サンゴ礁の保
全活動の大きなまとまり、誘致のための母体が出来ました。次
の年（1998年）には世界的規模で白化現象が起こり、国内で
もサンゴ礁に対する関心が益々高いものになる中で次回大会の
誘致のための話し合いがもたれ、運営の可能性、開催の意義、
大変さ、等を十分に議論した結果、誘致しようという判断が下
されたのです。私たちは、誘致のための活動は広くサンゴ礁に
関心のある方々に参加していただけるようなものにすべきと考
えていました。これは今後の活動についても同様です。
その後、数回の集まりを持ち、かつ国際サンゴ礁学会の会長


はじめ担当者と緊密な連絡を保ちながら準備が進められてきま
した。日本サンゴ礁学会では、国際サンゴ礁シンポジウムの誘
致は学会の総意であるという認識から、山里会長以下評議員・
庶務全員（注）が誘致委員会委員という、文字通り総動員態勢
で誘致に臨むことを評議員会で可決し、実際に総動員体制で誘
致にあたりました（以下の文章では、主に評議員以外の方で誘
致に関わられた方のお名前だけあげました）。
次回の開催地は2000年10月にバリで開催される第９回大会


において決定されます。バリの大会では開催地決定のための審
査委員会が10月22日（開会式の前日）の夜に予定されており、


立候補する国はそこで誘致のための演説をすることがわかりま
した。立候補に関する書類の提出、その後の追加資料の提出要
求、などに迅速に対応するため誘致委員が徹夜で作業にあたり
ました。サイエンスプランと資料の作成には誘致委員のほか、
灘岡さん、若木さん、高木さんが献身的に支援してくれました。
海外との渉外には鈴木さんが努力されました。国際サンゴ礁学
会の会長であるTerry Done 博士を2000年の慶応大学で開かれ
た大会に招聘したのですが、これには大会委員会（近森委員長）
が尽力されました。誘致活動を盛り上げるとともに、誘致のた
めの資金を集めるために、Ｔシャツを作り販売することになり、
これには堺さんが尽力してくれました。沖縄での受け入れにつ
いて、沖縄の評議員のほか、大勢の方が議論に参加してくれま
した。コンピュータープレゼンテーションのための美しい画面
が作成されたのがバリへ出発する３日前、次の日に大急ぎで作
った原稿をWoesikさんが磨き上げてくれました。
大変悩んだのは審査委員会で誘致のためのプレゼンテーショ


ンをする日本チームのメンバーの選定でした。多くの方々が情
報の収集と資料の作成に分担して関わってこられたので、可能
であれば10名程度でチームを編成したいと希望していました
が、５名以内という枠は厳格なものでしたので、悩んだ末に、
山里、茅根、中森、Woesik、土屋の５名を決定しました。考
慮した点は、プラン作成に対する貢献度、審査員とのつながり、
次期国際サンゴ礁学会評議員、沖縄と沖縄以外のメンバーの比、
などです。誘致活動を積極的に進めるために飛行機の便を変更
してまで早くバリに入られる方も多くいました。その方々はプ
レゼンテーションに参加出来ませんでしたが、宣伝用デスクの
確保、ポスターパネルの準備、その他の情報収集に活躍されま
した。会場に到着して驚いたことは立候補国の１つであるバハ
マが会場入り口に大きな宣伝用ブースを設置し、すでに活動を
開始していたことです。鈴木さんたちのお骨折りで小さなデス
クを借りて宣伝を始めたのですが、その規模は明らかに小さく、
「やばい」と感じたのは私だけではなかったでしょう。
委員会での私は役割は立候補の理由を紹介することでした。


本来ならば原稿を全て記憶して望むべきだったのですが、時間
と能力のなさで読み上げるしかありません。原稿が制限時間を
オーバーしそうな分量であったこともあって私の緊張度は沖縄
を出発するあたりから相当なものでした。最終審査に残った立
候補国３カ国（バハマ、キュラソー、日本）のうち、日本の割
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り当て時間は３番目の午後９時30分から。プレゼンテーショ
ンは20分、その後インタビューを受ける形で質疑応答の時間
がありました。直前のキュラソーが予定時間をかなり過ぎても
出てこなかったのでカーテンの隙間から垣間見ると「とても真
剣に議論している」「しぼられている」という雰囲気。小心者
の私は益々緊張してしまいました。
覚悟を決めて原稿読み開始。中森さんがコンピューターを操


作して原稿に合う画面を出してくれています。時折うなずき、
またメモを取ったりしている審査員の顔が見えたのはクソ度胸
がついたのか、それとも余裕が出てきたのでしょうか？開催す
るからにはその国が責任を持って全体の運営に関わって欲しい
との連絡を事前に受けていましたので「私たちにはその能力が
十分にある」事を意識的に２回繰り返して強調しました。その
後各委員からの質問を受けましたが、それほど難問はなかった
ような気がします。「開催地は、例えば太平洋と大西洋を交互
にするというように近隣の地で連続して開催しないほうがが良
いという意見もあるがバリの次に何故日本なのか？」という質
問が最後にありました。プレゼンテーションの中で触れてはお
いたのですが「現在議論すべき最も重要な課題の１つは『人間
と自然の共存』である。100万人以上の人間が住んでおり、大
都市を有し、かつ美しいサンゴ礁がその周辺に残っている沖縄
はその最適地である」と答えると、委員長から「そこへのエク
スカーションも興味深いが、考えているでしょうね」と肩入れ
してくれているようなコメントがあり、好意的な感じで聞いて
もらえたと感じています。質疑が終了した後、山里会長が本シ
ンポジウムを日本に誘致することは長年の悲願であると強く訴
えて退室、皆で労をねぎらい合った後、ホテルに戻ったのは
12時をかなり過ぎていました。
翌朝、会場に行くと国際サンゴ礁学会会長のDoneさんが寄


ってきて「突然で申し訳ないが集まってくれないか」と３カ国
のメンバーが集められました。指示された部屋で審査委員長の
Pichonさんから「各国から非常に内容があるプランを聞かせ
てもらい、選考は非常に大変であったが、サイエンスプラン、
若い世代などに対する配慮、エクスカーションの面白さ、組織
などを総合的に審査した結果、次期開催地として日本を選んだ」
と報告を受けました。審査委員だけでなく、他の国の人たちに
も祝福されていると嬉しさに混ざって、大変なことを引き受け
てしまった、という気持ちが湧きあがってきました。
早速その夜、日本からの参加者に誘致の成功を報告をし、


「やるからには楽しんでやりましょう」とビールで乾杯しなが
ら新たな決心をすると同時に、バリ大会を運営した主要人物の
方々にお会いし、運営のノウハウをお聞きするなど情報収集も
開始しました。
今後長いような短いような４年間を過ごすことになります。


単にシンポジウムの運営を成功させることを考えるだけでな
く、この準備期間における日本におけるサンゴ礁研究の推進、
プレシンポジウムなどの開催、等に積極的に努力し、終了後に
もさらに同様の活動を通してシンポジウム開催の意義をさらに
発展させたいものです。


注）日本サンゴ礁学会評議員会・庶務（誘致委員会委員）は以
下の方々です。
山里　清、近森　正、大森　保、大森　信、茅根　創、河名俊
男、菅　浩伸、工藤君明、小西健二、下池和幸、立田　穣、土
屋　誠、中井達郎、中野義勝、中森　亨、西平守孝、野崎　健、
林原　毅、日高道雄、藤原秀一、堀　信行、松田伸也、目崎茂
和、山野博哉、横地洋之、波利井佐紀、森本真紀、田中義幸。


第10回国際サンゴ礁シンポジウムの沖縄開催が決定した後、
バリで日本からの参加者が集まって会合を持ち、今後の進め方
について議論を行った。その結果、バリでの開催の状況や問題
点を調査し、日本での開催に役立てることを決め、インドネシ
アの組織委員会や実質的に科学プログラムの編成を行った
Hopleyにインタビューを行った。さらに日本からの出席者か
ら意見を求め、さらにインターネットを通じて世界のサンゴ礁
研究者から意見を求めた。


帰国後、組織委員会を作ることを合意し、会長に山里　清、
委員長に土屋　誠、事務局長に茅根　創がつき、現在、資金部
門、科学プログラム部門、広報部門、会場部門の４部門で、準
備作業を進めている。これまでに３回の組織委員会を開催した。
以下では、その議事録を掲載する。


組織委員会は現在はオープンで、誰でも開催に加わりたい方
は参加できます。また組織委員会と日本サンゴ礁学会は独立と
され、学会員以外でも組織委員会に参加することができます。
現在、組織委員会では年に２回のペースの委員会と、その間に
各部門ごとの会合、さらにメイルを通じた情報交換を行ってい
ます。組織委員会に参加したい方は。事務局の茅根　創までメ
イルでご連絡下さい。


kayanne@eps.s.u-tokyo.ac.jp
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■日時：2000年11月11日（土）19時～20時45分
■出席者：土屋、山里、西平、日高、中野、松田、横地、


新垣、中谷、Woesik、藤原、茅根
■オブザーバー参加：Kinzie, Heyward


１．委員会の位置づけと体制
１）10ICRS の準備・運営は、日本サンゴ礁学会とは独立した
「第 10 回国際サンゴ礁シンポジウム組織委員会（10 t h
International Coral Reef Symposiumu Organizing Committee）」
が主催して行ない、日本サンゴ礁学会と主旨に賛同し開催に協
力する学術機関、関係省庁等とが共催、支援企業等が後援する
という体制で行なう。
２）体制は、誘致の際の原案をたたき台として、広く自発的に
参加してくれる方々で組織委を構成し、準備・運営にあたる。
３）組織委の、会長　山里　清、委員長　土屋　誠、事務局
茅根　創。
４）サブコミティーは、会計、資金、科学プログラム、会場、
登録、広報、ＨＰ、宿泊・トランスポーテーション、同伴者プ
ログラム、地元プログラム（公開プログラム）、途上国・スカ
ラーシップ、情報技術検討など。サブコミティの構成と担当者
は，今後２）に従って検討する。
５）共催団体からも組織委に加わってもらうようにする。組織
委の規約が必要ではないか。


２．まずやるべきこと
１）基本的なシンポジウム像（科学プログラムと運営のフィロ
ソフィー）についての議論と策定
２）資金集め


３．10ICRS について意見の紹介（１）～４）の集成した結果
を別メイルで流します）
１）Woesik が受け取ったcoral-list からのコメントを紹介
セッションが多すぎる、１人で複数の発表は問題、ポスターを
充実して、プロシーディングスはCDかインターネットで。
２）茅根が受け取った国内参加者のコメントを紹介
・運営について：ウェッブの充実と活用、主催者のしっかりし
た体制作り。
・科学プログラムについて：基本構成の議論の必要性、並行セ
ッションが多いこと、ポスターの環境改善。
・その他：巡検の充実、同伴者プログラム、地元参加プログラ
ム、周辺諸国との共催、パーティ・若手の会合等余裕あるスケ
ジュール
３）科学プログラム担当Hopley のコメント
４）インドネシア側主催者へのインタビュー結果


４．その他
１）現実的な問題点として、ホテルの宿泊費が高く会場から離
れていること、食事をどうするか、情報技術を取り入れるとし
て会場がそれに対応しているかなどがあげられた。
宿泊について、JICA の研修センターを使えるのではないかと
の意見があった。
２）台風の際の対応。バーチャルシンポジウムなどを準備して
おいてはどうか。


３）組織委と国際サンゴ礁学会（ISRS）の関係は、原則的に
は独立。情報と意見交換は密に行なう。科学プログラムの構成
などでISRS が多大の支援をせざるを得なかったバリ大会は通
常ではない（但し、シンポジウムが巨大になったため、ISRS
の関与が必要との意見もある）。
４）事務局は、当面の組織委の運営のためのもの。実際の国際
サンゴ礁シンポジウム運営の事務局を個人で行なうことは不可
能である。
５）開催までの間に、準備のためのシンポジウム、ワークショ
ップを開いてはどうか。


■日時：2001年3月6日（火）10-13時
■場所：東京大学理学部５号館６階604室
■出席者：山里、土屋、工藤、藤原、堺、鈴木（款）、灘岡、


若木、中井、大森（信）、広渡、姫野、茅根、
波利井、森本、梅沢


【決定事項と宿題】


１．組織委を当面、プログラム、会場、資金、広報の４部門に
分ける。４部門の上に、運営企画委をおく。


２．実際の開催の際には、各部門はさらに以下のサブコミティ
ーに分かれることになる。
・プログラム：科学プログラム、予稿集・プロシーディングス、
地元公開プログラム、エクスカーション
・会場：会場、宿泊・トランスポーテーション、同伴者プログ
ラム
・資金：会計、資金、途上国・スカラーシップ
・広報：登録、広報、ＨＰ、情報技術検討
運営企画委は、４部門の中心メンバーと山里、土屋、茅根によ
って構成される。


３．出席者の中で、各部門の担当をとりあえず以下のように割
り振った。
・プログラム：鈴木、藤原、誘致委の科学プログラム担当者
（中森ほか）、各分野について沖縄から担当者をあげる。
（構成としては、地質、生物、環境、人文・社会の４分野それ
ぞれについて、沖縄・沖縄外双方から人がでていることが望ま
しい）
・会場：土屋が沖縄で適当な人にあたる。
・資金：工藤、堺、誘致委の会計担当（立田）
・広報：灘岡、学会広報（野崎、山野ほか）
上記に加えて、沖縄側と対応する誘致委や学会委員会の関係者
が分担する。


４．各部門で、関係者でメイルによって以下の事項を議論し、
次回組織委（５月）までにまとめる。
・プログラム：誘致プレゼンに基づいてシンポジウムのフィロ
ソフィーを決める。セッション・プログラム構成の基本方
（バリ学会で集めた意見を分析する）。
・会場：会場とトランスポーテーションの原案決定。
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・資金：支援のめどと担当、予算計画、趣意書原案作成。
・広報：ＨＰ立ち上げ、参加者数の推計。


＜議事録＞
１．誘致成功から組織委の立ち上げまで、これまでの経緯を説
明後、山里会長と土屋委員長があいさつした。
２．資金の支援の方針について質問があり、支援の内容につい
て議論があった。
・しっかりした金銭見積もりが必要。
・体制が必要。法人格がないと公共団体からの支援は困難。
・コンベンションビューローを使える。
・場合によっては任意団体でも支援できる。
・環境省、外務省、文部科学省、国土交通省。県、財団等、企業。
３．今後の進め方について議論があった。
・具体的な担当を、当面は大きく４つに分ける。
・担当と検討事項を決め、次回（５月）に報告する。
４．会場について。
・６月は修学旅行が多く、ホテルおさえられてしまう。今年の
夏までにホテルの仮押さえを業者がするくらいでないと。
・船を横付けして会場件宿泊にしては。
・会場は、会場部門で検討し、５月までに決める。
５．趣意書が必要である。
・科学プログラムの策定をまっては遅い。プレゼンの内容をも
とに、資金部門で作成をはじめる。
６．シンポジウムの性格
・最近は規模が大きくなり、お祭り的になっている。
・並列セッションが多い、ポスター会場狭い、キャンセル、複
数発表多かった、基調講演多いなど、これまで集めたコメント
で共通する問題点は洗い出されている。
・日本が主体になって、新しいシンポジウムを企画提案する。
７．シンポジウムのレヴェル、格がどの程度のものかわからな
いと、資金支援を頼みにくい（大臣がくる？皇室が来る？）
８．国内大会にあわせプレシンポジウムを行う。
・シンポジウムで議論するべきことを国際的な研究動向とあわ
せポリッシュアップする。
・国内での認知度、まだまだ低い。
・一般・マスコミへの広報、資金を得るためにもプレシンポ重要。
・今年の大会での企画は大会委で議論している。
９．国際対応。
・組織委に在日外国研究者に参加してもらう（Woes ik ,
Casareto, Steven)。
・国際対応は、国際サンゴ礁学会経由で。
・Reef Encounter への投稿＞広報
10．若手
・まずは沖縄と沖縄外の学生の交流。
・シンポジウムで若手の交流の機会作るべきとの意見多かっ
た。
・若手で提案、運営する。
11．その他
・実施段階の予算書はいつできるのか。支援要請のためには必要。
・参加者一人あたりの単価がいくらになるのかなど。
・参加者の推計必要。
・過去の地域別参加者数などの情報ないか。
・何か新しい目玉が必要。
・イベント会社を早く決める。
12．次回組織委
・サンゴ礁学会評議員会にあわせ、５月中に沖縄で。
・それまでに、各部門で本日決まった担当者が中心になって、


部門の参加者を集め、議論する。
・各部門のミッションを決め、５月までにやるべきことを決め
た＞重要決定事項参照。


■日時：2001年６月30日（土）15時10分-17時10分
■場所：サザンプラザ海邦４階ゆうな・ひるぎ
■出席者：新垣、大森　保、茅根、工藤、小西、堺、杉原、


鈴木、立田、近森、中井、中森、仲谷、灘岡、
波利井、松田、日高、山里、山野、
Woesik、Casareto (+Yuki)
土屋委員長出張のため、茅根が議事進行。


１．前回決定事項の確認
当面、科学プログラム、会場、資金、広報の４部門に分けて準
備活動を進めること。
各部門で今日までに検討すべき内容の確認。


２．各部門からの活動状況報告
１）科学プログラム
中森：誘致提案の際の４つのテーマの説明。
鈴木：セッションが多いなどの問題が指摘されている。新しい
プログラム構成を検討することが必要。
担当に、中森、鈴木、藤原、菅に加え、土屋、大森　保、茅根、
Woesik、Casareto、日高、中野、近森、灘岡を加える。
２）会場
山里：沖縄コンベンションビューローと沖縄県を土屋と訪問し
た。積極的に協力したいとの回答を得た。
新垣：会場を土屋を支援して、山城とともに担当したい。日程
を決定する必要がある。
→2004 年６月28日（月）からの１週間を第１候補に決定。
３）資金
工藤：趣意書を至急、作成する。
堺から民間のスポンサーとの関係について資料を用いた説明・
提案があった。
→他の資金とのかねあいも考慮して、資金部門で検討する。
わかりやすいテーマ、アピールする内容が必要。
大森　保を沖縄側の担当者とする。
４）広報
灘岡：HP立ち上げの準備を進めるにあたり、サーバーを検討
中。若木、波利井、山野、梅沢などの若手で立ち上げたい。
登録は信用情報を扱うので、業者のサーバーなどに委託する。
登録と一般への広報も、広報の検討事項。
一般への広報は、中井、藤原（資金部門とも関係）


---------- 活動状況に対するコメント　----------
相互に他部門の結果がでないことを束縛条件（進んでいない


ことの言い訳）にしていないか。長期的目標だけでなく、他部
門の仕事に必要な暫定的な結果を示す必要がある。少なくとも、
科学的テーマを一般にもわかりやすくブレークダウンした「趣
意書」を早急に作成する必要がある。


３．開催までのスケジュール
茅根：土屋原案のメモ、茅根原案のアロー図に従って、開催ま
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での年次スケジュールを説明した。
４．今後の活動
１）科学プログラム（鈴木、中森）
資金と共同で趣意書を作成する。→7月10日までに。
誘致の際の４つのテーマでぬけがないか再検討する。
こちらで設定した４テーマと、公募するミニシンポジウムとの
関係を検討する。
シンポジウムの具体的構成を検討する。
セッション数、必要な会場の条件を検討する。→会場部門へ
巡検、プレ・サテライトシンポジウム、地元プログラムの検討
２）会場（新垣）
日程にあわせ、会場を確保する。
ホテルの確保を早急にしたいので、支援業者を早急に決定して
ほしい。←資金部門で決定。
科学プログラムの検討結果に応じて、必要な会場を検討、確保
する。
３）資金（工藤）
科学プログラム部門と協力して、趣意書を作成する。→7月10


5/7～5/17の期間でおこなわれた評議員選挙と、6/30におこ
なわれた評議員会で以下の2001-2003年度評議員が決定いたし
ました。


＜氏　名　　　連続回数＞


１．秋道智彌　　　２ 15．中森　亨　　　２


２．大森　保　　　２ 16．中谷誠治　　　１


３．大森　信　　　２ 17．灘岡和夫　　　１


４．茅根　創　　　２ 18．西平守孝　　　２


５．河名俊男　　　２ 19．野崎　健　　　２


６．菅　浩伸　　　２ 20．長谷川　均　　２


７．工藤君明　　　２ 21．林原　毅　　　２


８．小西健二　　　２ 22．波利井佐紀　　１


９．杉原　薫　　　１ 23．日高道雄　　　２


10．鈴木　款　　　１ 24．藤原秀一　　　２


11．立田　穣　　　２ 25．松田伸也　　　２


12．近森　正　　　２ 26．山里　清　　　２


13．土屋　誠　　　２ 27．山野博哉　　　２　


14．中井達郎　　　２ 以上２７名（あいうえお順）


また、6/30におこなわれた評議員会とその後の各委員会の話
し合いで、以下の委員会の体制が決定いたしました。


■会長：山里　 ■副会長：小西
■監査：保坂、秦 ■事務局：茅根（事務局長）、松田
■企画：中森（委員長）、鈴木、杉原、各委員会委員長
■学会誌編集：日高（委員長）、土屋、大森（保）、河名、


工藤、近森
■広報：野崎（委員長）、山野、中井、藤原、梅沢、波利井、


中野、杉原
■選挙：灘岡（委員長）
■庶務：森本、渡邉


■1998-2001年評議員会
■日時：2001年6月30日（土）13-13時20分
■場所：サザンプラザ海邦４階ゆうな・ひるぎ
■出席者：山里（会長）、大森　保、茅根、小西、立田、


中井、中野、中森、日高、山野　
■委任状：秋道、河名、菅、下池、西平、林原、藤原、横地
■欠席者：大森　信、工藤、近森、土屋、野崎、長谷川、堀、


松田、松本、目崎
■オブザーバー：杉原、鈴木、仲谷、灘岡、波利井


＜議事録＞
１．評議員会成立の確認
評議員数28、定足数10に対して、出席者10、委任状8で、評
議員会が成立したことを確認した。


２．各委員会報告
１）事務局（茅根）
・会員動向
2001年5月末　会員数 348、2001年6月以降　
入会者 31、退会者 8
着実に会員数は増えているが、退会者も現れている。
会友会員・購読会員・賛助会員を増やす必要がある。
・学会会計
残　2,957,357円
学会会計は黒字。
ただし、日本のサンゴ礁研究出版費100万円・ニュースレタ
ー未発行分の支出がまだである。


２）企画委員会（中森）
日本におけるサンゴ礁研究の出版が遅れている。


日までに。
支援業者を決定する。→会場部門へ資金計画、資金獲得の具体
的活動を始める。
４）広報（灘岡）
8月頃に若手でＨＰの内容を検討、次回組織委までに立ち上げる。
趣意書をもとに内容を。Woesikに英文を校閲してもらいたい。
登録は業者に依頼する方向で検討。


５．今後の進め方
１）上記４を次回組織委までに。
２）次回組織委員会は11月の沖縄大会にあわせて行う。
それまでに、各部門ごとに１度は集まって議論をおこなう。
３）迅速な決定は、委員長・事務局長が会長の助言のもとに行
なう。
企画・運営の検討は、企画運営委員会（委員長、事務局長、会
長、各部門主要メンバー）で検討する。
４）明日（7/1）有志でコンベンションセンターを見学に行く。
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日本におけるサンゴ礁研究１の印刷会社に原稿を送った。
１部ゲラができている。


３）学会誌（日高）
第２号を発刊した。第３号は受理３名、査読中３編、
不受理２編。
原稿は８月まで募集中。


４）広報（山野）
ニュースレター８号を2000年8月に出版した。
サンゴ礁学会のwebを立ち上げた。サンゴ礁Ｑ＆Aをアップ
した。


■日時：2001年６月30日（土）13時20分-15時
■場所：サザンプラザ海邦４階ゆうな・ひるぎ
■出席者：大森　保、茅根、工藤、小西、杉原、鈴木、立田、


近森、中井、中森、仲谷、灘岡、波利井、日高、
山里、山野　


■委任状：秋道、河名、菅、西平、林原、藤原
■欠席者：大森　信、土屋、野崎、長谷川、松田
■オブザーバー：中野


＜議事録＞
１．評議員会成立の確認
評議員数27、定足数９に対して、出席者16、委任状６で、
評議員会が成立したことを確認した。


２．会長・副会長の決定
新評議員会の会長として山里が推薦され、賛成多数で山里を
会長として決定した。
会長の指名により、副会長として小西を決定した。


３．各委員会の委員長などの決定
１）事務局　茅根が引き続き事務局長を行う。
２）企画　　中森が引き続き委員長を行い、日本のサンゴ礁研
究の出版の責をはたす。鈴木・杉原を委員として加える。


３）広報
ニュースレターとＨＰは分けるべき。
ニュースレターが定常的に出版される体制を作る。会員サ
ービスの点から問題（会友はニュースレターだけ）。
編集を2,3名で回り持ちにしてはどうか。新しい広報委員
として波利井・杉原・中野を加える。
山野を委員長代行として野崎とも相談し、広報委員会の体
制を早急に検討する。


４）学会誌編集員会
第３号の編集が継続中だが、国際サンゴ礁委員会の委員長
など土屋へのロードが大きい。
日高が委員長に。
５）選挙　灘岡が委員長に。


４．活動方針
１）事務局（茅根）
これまで通り、学会事務センターとともに会員管理・会
計・学会運営のスケジュール管理を進める。


２）企画（中森）
日本のサンゴ礁研究１、２を出版する。


３）広報（山野）
体制について早急に検討する。
ニュースレターは年に３回は出したい。
ＨＰ新着情報の更新とともに、英文・Q&Aを充実させ
たい。


４）学会誌編集（日高）
前委員長から引き継いで行う。


５）選挙（灘岡）
前委員長から引き継いで行う。


５．2001年大会（中野）
■日程　11月２日～４日


２日　公開シンポジウム
３日　午前　総会、午後～　一般講演


■会場　琉球大学
9月20日　申し込み締め切り、10月中旬　要旨締め切り
７月中にニュースレターで講演募集を行う。


６．審議事項
１）企画（中森）
日本のサンゴ礁学会１・２号あわせて130万円かかる。
別途、送料が必要。
会員に配布した後、残部をどうするか。販売するか。
→　海中公園センターにきく
販売不可でも、会計に残があるので大丈夫。


２）事務局（茅根）
庶務を森本・渡邊にする。
MLを有料のプロバイダーに移転する。ログがとれるもの
がよい。
宛先不明メイルは適当な時期に削除して、ニュースレター
でアナウンスする。
沖縄側に事務局をおいてほしい　→　松田さん。


３）会計監査　保坂・秦に依頼する。
４）その他　中野を会長指名枠で評議員に指名した。


ニュースレターが2000年9月以降、発行されていない点に
ついて事情の説明を求める質問があった。
新評議員会で対処することを決めた。


５）選挙（中野）
新評議員の選挙を行った。（工藤が後ほど以下を補足）
投票用紙の発表が遅れたが、有権者数314名のうち有効投票
数91だった。
投票は各分野１名と注記しているにもかかわらず、定数投票
しているものが多かった。
当選者辞退の規定が不明確。
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日本サンゴ礁学会第４回大会を2001年11月2～4日に琉球大
学を主会場として開催いたします。皆様の発表申し込みをお待
ちしています。


大会実行委員長　松田伸也


■期日：2001年11月2日（金）～11月4日（日）
■会場：琉球大学千原キャンパス
（詳細案内図は次号ニュースレター１１号　10月上旬発行
予定）に掲載します。


■スケジュール
●11月1日（木）
評議員会・国際サンゴ礁シンポジウム組織委員会
●11月2日（金）
10：00～12：00 総会
13：00～17：20 一般発表
●11月3日（土）
9：30～12：30 一般発表
14：00～16：30 公開シンポジウム
18：00～20：00 懇親会
●11月4日（日）
9：30～12：10 一般発表
13：20～17：00 一般発表


なお、大会関連の最新情報は、学会Home Page
＜http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcrs＞に掲載しますので、御確認くだ
さい。


■期日：2001年11月2日（金）～11月4日（日）
■会場：琉球大学千原キャンパス
■参加登録料：一般5000円、学生2500円、懇親会費5000円　
（郵便振替口座への振り込みは，10月1日までにお願いします。）


■大会発表申し込み締め切り：9月12日（水）
■予稿集原稿締め切り：10月3日（水）
■大会発表申し込み先・予稿集原稿送付先：山城秀之　
〒905-8585 沖縄県名護市字為又1220-1
名桜大学国際学部観光産業学科
Tel：0980-51-1086 Fax：0980-51-1239
E-mail：yamashiro@tor.meio-u.ac.jp


学会メーリングリストに登録されておられる方にはe-mailで
御案内をさしあげておりますが、そうでない方も、参加・発表
申込み等の連絡はなるべくe-mailで、山城秀之あてにお申し込
み下さい。e-mailを御使用にならない方は、Faxまたは、官製
はがきでお願いいたします。


参加者名簿作成のため、e-mail，Faxまたは、官製はがきで
下記の事項を明記して、10月3日までにお申し込み下さい（は
がきの場合、10月3日必着）。


◎参加者氏名・所属（学生の方はそう記して下さい）
◎参加者連絡先：（勤務先・自宅）住所、電話番号、Fax
◎参加内容：大会のみ・発表・懇親会（参加・不参加）
◎参加費支払い方法：郵便振替（10月1日締め切り）、
当日払い（どちらかを選択して下さい。）大会当日は受付が混　
雑する可能性があります。なるべく郵便振替でお願いします。


===== 参加費の振り込みについて　=====
■郵便振替口座番号：01780-1-12275
■日本サンゴ礁学会第４回大会


振り込み用紙の通信欄には、氏名、所属、金額の内訳（一
般・学生、懇親会の参加・不参加）を記して下さい。複数の方
がまとめて振り込まれても結構です。


発表題目ごとに、e-mail、Faxまたは、官製はがきで下記の
事項を明記して、9月12日までにお申し込み下さい（はがきの
場合は9月12日 のあとに必着）。
◎発表題目
◎発表者氏名・所属（発表者に○印）
◎発表内容の概略（100字程度）
◎発表形態：口頭発表とポスター発表のいずれかを選択して
下さい。必要機材（OHP, 35mmスライド映写機、液晶プ
ロジェクターなど）。


今回もポスター発表を充実させ、口頭発表は１会場とする予
定です。このため、ポスター発表にプレゼンテーション賞を設
定する予定ですので、奮ってポスター発表でお申し込み下さい。


予稿集の原稿は、10月3月（必着）までに、郵送して下さい。
なお、発表申込み後に、発表題目や発表者に変更がある場合、
訂正内容をe-mailでお知らせ下さい。


◎用紙サイズ：A4 版、必ず上下３cm、左右2.5 cmあける
こと。
◎書　式：タイトル15 point程度、氏名・所属10.5 point
程度、本文10.5 point程度（40字×40行＝1600字程度）
◎その他：図表・写真等は適宜張り込んで下さい。


「サンゴ礁の島に暮らす－２１世紀に私たちはどのよう
にサンゴ礁と向き合いたいのか？－」


私たちは、２１世紀に多くの地球規模での環境問題と取り組
まなければなりません。一見、広範で複雑な問題に思えても、
その根底には個人や地域からアプローチしなければならない要
素が沢山あります。沖縄のサンゴ礁から出来ることは何か？
21世紀にふさわしい、よりポジティブな展開を求めて、今大
会では、多くのみなさんと意見交換が出来る場を提供したいと
思います。


会場：那覇市内を予定
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